


















































日本の近代化と地方経済』、未来社、1962 年、143 ～ 242 ページ）、都田豊三郎『津田仙―明治の基督
者』（都田豊三郎、1972 年、大空社から 2000 年に影印本の出版）、千葉県佐倉市教育委員会編『佐倉
市郷土の先覚者 津田仙』（千葉県佐倉市教育委員会、1994 年）、金文吉『津田仙と朝鮮―朝鮮キリスト
教受容と新農業政策』（世界思想社、2003 年）、高崎宗司『津田仙評伝―もう一つの近代化をめざした
人』（草風館、2008 年）、嶋田順好「津田仙の信仰と文化」（『キリスト教と文化』、第 24 号、2008 年、










































































































































































































































状況」を記述する。しかし津田はこの報告だけではなく、帰国直後の 1874（明治 7）年 1月に、ホイ
ブレンクから学んだことをまとめて『農業三事』（稿本）と上申書「農業三事を奉る書」を、当時の内
閣総理大臣である大隈に提出している。『農業三事』はホイブレンクによる “Method of Cultivation, 








































































いたので、それを拒むという姿勢はなかった。明治政府は 1873（明治 6）年に太政官布告第 68 号に
よって、キリスト教の信仰を許可している。この状況下で、たとえばイギリスの福音伝道会（Society 
for the propagation of the Gospel）、アメリカのメソジスト監督派教会（American Methodist Episcopal 







































辺謙三郎らであった 46）。内村鑑三（1861-1930、以下は内村）も北海道から上京した 1884（明治 17）






員）、山田登代太郎（後に京都高等蚕糸学校校長）らであった（『農業雑誌』、1880 年 8 月 7 日、402
ページ）47）。主に農業界と教育界に携わることになる人材を輩出する。たとえば大名華族であった立
花は、後に柳川において立花農事試験場を開設している 48）。巌本は卒業後も農学校にとどまって、津




公私別 学校名 所在地 創立 年限 授業日数 教員数 生徒数
????
?
新潟勧農場 新潟 明治 8 3 252 4 19
農業伝習所 石川 明治 10 3 254 9 43
岐阜農学校 岐阜 明治 11 4 244 9 36
農学校 広島 明治 12 3 209 5 32
福岡農学校 福岡 明治 13 3 252 7 38
郡山農学校 福島 明治 13 3 251 3 22
農学校 鳥取 明治 14 2 264 1 19
農事講習所 山梨 明治 15 3 216 3 15
??
?
学農社 東京 明治 9 5 252 8 80
獣医学校 東京 明治 14 3 268 3 13
大張野学校 秋田 明治 14 2 210 1 12
出所：金文吉『津田仙と朝鮮―朝鮮キリスト教受容と新農業政策』、世界思想社、2003 年、61 ページ。
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学農社農学校の学生数は、年を追うごとに増加し、1877（明治 10）年は 53 名、78 年は 70 名、79
年は 145 名、80 年は 167 名、81 年は 175 名となる 49）。しかし 1881（明治 14）年が学生数のピークで、
それ以後、減少し始める。1882（明治 15）年は一挙に 80 名に減少し、それ以後、83 年は 43 名、84














































































































学農社は 1876（明治 9）年 1月に機関誌『農業雑誌』の創刊号を発行する 60）。ほぼ月 2回のペース












1799）の “Agriculture is the most healthful, most useful and most noble employment of man ”（農者、人
民職業中、最健全、最尊貴、而最有益者也）を掲げて、学農社の「標語」としている。



















津田は 1876（明治 9）年 1月の創刊号から第 13 号（7月上半期）まで、毎号の巻頭論文を執筆して






設された 1871（明治 4）年から、わずか 5年後であった。さらにアメリカ通販大手のモンゴメリー・
ワード社（IT化の進展で、新しい情報管理システムの構築が遅れ、1997 年に倒産に追い込まれる）が




































の出づる所を知らざる也（『農業雑誌』、第 800 号、1902 年）。
と記している。
『農業雑誌』は 1920（大正 9）年 7月（第 1221 号）まで刊行され、比較的長く続いた雑誌である 69）。







































































る。また積成は『農業雑誌』（1901 年 1 月 5 日号）に「和洋葡萄樹條枝剪定広告」を出している。
一方、学農社農学校の学生であった福羽が、1878（明治 11）年に祝村の雨宮を訪れている。福羽は
当時、学農社を中退して、勧業局試験場の学生として学んでいた。祝村訪問は試験場の命令であった























た。津田は 1874（明治 7）年に、前年の 1873（明治 6）年に創設されていた「明六社」に加入する。
明六社は近代日本で最初の啓蒙的学術結社であり、機関誌として『明六雑誌』を発行していた。この







年 6月 16 日に「禾花 [稲の花 ]媒助法の説」、同年 10 月 1 日に「魚培養法 [人工ふ化 ]の説」、同年 11












































































1888（明治 21）年 3月から 4月にかけて、長野県内で巡回講演を行なっている。小諸、長野、松代、
松本、飯田、上諏訪などを訪れ、勧業・宗教・徳育などについて講演をしている（『農業雑誌』、1888








































































































そこでとりあえず津田の家族を生徒にして、1874（明治 7）年 11 月に「女子小学校」として発足す


















































いる 112）。しかし 1897（明治 30）年には事業を次男に譲り、引退して鎌倉で過ごすようになる。そし















































































（Alice Mabel Bacon, 1858-1918）の「日本の女性」に関する研究の取りまとめを手伝う中で、日本の女















文庫、1990 年；津田塾大学創立 90 周年記念事業出版委員会編『津田塾大学 津田梅子と塾の 90 年』、津
田塾大学、1990年；Furuki, Yoshiko, The White Plum A Biography of Ume Tsuda―Pioneer in the Higher 
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Enlightening Activity of Sen Tsuda in the Meiji Period
― Agriculture and Christianity ―
Nobuhisa NAMIMATSU
Abstract
Sen Tsuda (1837-1908) was the Christian agriculturist who played an active part for the Meiji 
period. He played an active part in many aspects. For example, he performed cultivation, sale, and 
import of farm products. Furthermore, he organized an agriculture group (“Gakunousya”) and published 
agriculture books and “Agriculture Magazine”. On the other hand, he cooperated with the establishment 
of some schools based on the Christianity mind.
The past results of research did not connect the side of the Christian with the side of the 
agriculturist. This report analyzed activity of Tsuda and clarified an association between agriculture and 
Christianity. Various activities that he performed was enlightenment movements. His enlightening 
activity broke a tradition and prejudice. Besides, his activity was private without the support of the 
government. His activity resisted bureaucratization rather than he received support of the government. 
He did not depend on government support and acted in conformity with Protestantism.
Tsuda did not know the scientific agriculture and the Christian creed well. His purpose was to tell a 
principle and knowledge to a farmer clearly, not to study agriculture and Christianity. He hoped that a 
farmer ran rational economic life. It is necessary for a farmer to be aware of profit characteristics to 
achieve his aim. The awareness is led by Christianity mind.
By his enlightenment movement, the local special products were created. For example, it was 
viticulture and wine production of Yamanashi, onion production of Osaka. Under the influence of him, 
the successful area was for the organization of the farmer. For example, it was reclaimed land of 
Hokkaido and Matsumoto farming association of Nagano. The influence of his activity extended to the 
foreign countries. Furthermore, he cooperated with the establishment of some schools. For example, 
they were Tokyo blind school, Shore (Kaigan) girls' school, Friend school, Aoyama Gakuin and Tsuda 
College.
Keywords : Sen Tsuda, Enlightenment, Christianity, Gakunousya, Agriculture Magazine
